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専攻▶建築学
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第57回

T H E  J A P A N  A C A D E M Y  5 7 t h  P U B L I C  L E C T U R E

定員
150名 先着順

2012年10月27日［土］
午後2時～5時10分
（各講演は質疑を含み80分）

聴講無料

場所／日本学士院会館東京・上野

上野の山文 化ゾーンフェスティバル 　 講 演 会シリーズ



Profile

◎お席に限りがございます。お早めのお申込をお願いいたします。

上野の山文化ゾーンフェスティバル　
講演会シリーズ

T H E  J A P A N  A C A D E M Y  5 7 t h  P U B L I C  L E C T U R E

日本学士院 第57回 公開講演会
日本学士院では、広く一般の方々を対象に、本院の活動を理解してもらうことを目的として、会員を講師に毎年
春・秋2回講演会を実施しています。春季は全国各地、秋季は上野の本院会館で開催し、専門分野の異なる講師
により研究成果を社会に分かりやすく発信しています。日本学士院には各分野で高い業績を挙げた研究者が多
数所属しています。本講演会は日本学士院会員の話を聞ける数少ない機会です。是非、奮ってご参加ください。

京都大学工学部卒業。米国・ペンシルバニア
大学教授、京都大学経済研究所教授・所長
等を歴任。国内外の産業立地や人口集積、
国際分業と労働資本の国際移動など、さま
ざまな集積・分業の在り方を分析する空間
経済学の発展に貢献した。

　都市はどのように生まれ、発展していくのだろうか。交通や情報
通信技術の発達とともに都市は発展するのだろうか、それとも衰
退するのか。たとえば、1964年に東京̶大阪に新幹線が開通し
て以来、東京はますます大きくなり、大阪は衰退の傾向にある。ま
た、国際的に見れば、グローバル化の進展とともに、従来型の生
産活動を新興国に奪われて衰退している都市も多いが、東京の
ように「知識創造の場」として、新たな発展を続けている都市も少
なくない。なぜだろう。
　講演では、これらの疑問に答えるために、近世以降における江
戸・東京を中心とする日本の都市の発展について、世界の都市と
比較しながら考えてみたい。結論として、江戸・東京は、日本中・世
界中の多様な知と文化を吸収、融合し、新たな知と文化を創り上
げる坩堝の役割を果たしてきたことが浮かび上がればと思う。

主要駅からのアクセス
・JR上野駅公園口から徒歩4分
・京成上野駅から徒歩8分
・東京メトロ上野駅から徒歩8分

日本学士院　公開講演会係
〒110-0007　東京都台東区上野公園7-32
TEL：03-3822-2101

問合せ先

メール、ファックス、往復はがきのいずれかの方法で、住所、氏名（フリガナ）、電話番号、メールアドレス等の
連絡先を記載して、下記の連絡先にお送りください。後日、本院よりお返事を差し上げます。
※本院HP（http://www.japan-acad.go.jp/）からもお申込できます。

◎事前にお申込が必要です。（定員150名・先着順）

申込方法

メ ー ル kouenkai@japan-acad.go.jp
F A X 03-3822-2105
往復ハガキ 〒110-0007　

東京都台東区上野公園7-32　日本学士院　公開講演会係

都市の発展と文化 ―江戸・東京をめぐって―
Culture and the Development of Cities -Pondering around Edo・Tokyo-

藤田  昌 久 会員

Profile

東京帝国大学第一工学部卒業。東京大学、
金沢美術工芸大学教授等を歴任。建築構法
計画学の確立と普及、建築生産のオープン
システム実現のための理論構築と手法を駆
使し、20世紀後半の建築生産と建築学に確
固たる道筋を付けた。

　日本の古建築は殆どが木造で、地震・台風はもとより、四季の厳
しい気象条件に晒されてきた。その維持保存に対する考え方は、
法隆寺、大阪城、伊勢神宮に代表されると云われる。
　他方、現代の日本建築には、鉄骨造、鉄筋コンクリート造などが
あり、その殆どは、戦後に建てられたため、これまで、維持保全に
ついては、あまり考えられてこなかった。ところが建築物の長期利
用に伴い、社会の変化に見合った性能向上、用途変更などが求
められるようになり、建物の長期維持とともに、活用のための技術
が、急速に発達している。
　この講演では、木造ではぐくまれた日本人の考え方を説明し、
建築の保存と活用のための最近の事情を、上野の建築物も実例
に挙げて紹介したい。

日本建築の保存と活用
Conservation and Utilization of Japanese Buildings

内田  祥 哉 会員

講演1 講演2

司会｜新開陽一 会員 司会｜岩崎俊一 会員

※車での来場はご遠慮ください。


